
- 1 -

平 成 ３ １ 年 度 北 海 道 環 境 基 本 計 画 ［ 第 ２ 次 計 画 ］ 改 定 版 に

基 づ く 施 策 の 進 捗 状 況 の 点 検 ・ 評 価 に つ い て

１ 北 海 道 環 境 基 本 計 画 ［ 第 ２ 次 計 画 ］ 改 定 版 （ 平 成 28年 ３ 月 策 定 ）

環 境 基 本条 例 第 １ ０ 条の 規 定 に 基づ き 、 環境 の 保全 及 び創 造 に 関す る 長

期的な目標や施策の基本的事項などを明らかにするもの。

（１）施策体系のイメージ

（２）施策の基本的事項・・・Ｐ２参照

・５つの分野と３２の施策

・３つの重点的に取り組む事項

（３）指標群・・・Ｐ３参照

１２の指標、１１の個別指標、４６の補足データ

（４）計画の進行管理

計 画 の 着実 な 推 進 を 図る た め 、 計画 に 基 づく 施 策の 進 捗状 況 を 定期 的 に

点検・評価を行い、その結果は概要版を作成し公表する。

第 ３ 章 計 画 の 推 進 （ 要 点 の み 抜 粋 ）

３ 計 画 の 進 行 管 理

○ 施 策 の 進 捗 状 況 を 定 期 的 に 点 検 、 評 価 す る 。

○ 点 検 ・ 評 価

・ 点 検 ・ 評 価 と 指 標 群 に つ い て

各 施 策 の 実 施 状 況 と 「 指 標 ・ 個 別 指 標 ・ 補 足 デ ー タ 」 な ど を も と に 、

各 分 野 の 目 標 の 達 成 状 況 を 評 価 す る 。

・ 総 合 的 な 評 価 に つ い て

他 の 分 野 で の 相 乗 的 な 効 果 が 期 待 で き る も の が あ る 一 方 、 他 の 分 野 で

別 の 環 境 影 響 を 発 生 さ せ る 場 合 も あ る た め 、 他 の 分 野 の 視 点 な ど も 勘

案 し た 、 総 合 的 な 評 価 を 行 う 。

○ 点 検、評 価の実 施に当 たって は、環 境審議会 の意見 を聴き ながら 進める 。

循環と共生を基調とする環境負荷の少ない持続可能な北海道
（エコアイランド北海道）

エネルギーと資源
循環型社会

自然共生社会低炭素社会

温室効果ガス排出量の
大幅削減

自然の恵みの
享受と継承

３Rを通じた資源循環

環境負荷と生態系

気候変動と生態系

安全・安心社会

３つの社会の基盤

資料６
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○ 基 本 計 画 に 掲 げ る「 分 野 」及 び「 道 の 施 策 体 系 」（ ５ 分 野 ３ ２ 施 策 ）

分 野 施 策

施 策 体 系 No.

Ⅰ 地 域 か ら 取 り 組 む 地 球 環 境 の 保 全

① 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 ア 低 炭 素 型 ラ イ フ ス タ イ ル ・ ビ ジ ネ ス ス タ イ ル へ の 転 換 1

イ 地 域 の 特 性 を 活 か し た 環 境 に や さ し い エ ネ ル ギ ー の 導 入 2

ウ 森 林 等 に お け る 吸 収 源 対 策 3

エ 気 候 変 動 へ の 適 応 策 の 検 討 4

② そ の 他 の 地 球 環 境 保 全 対 策 の 推 進 5

Ⅱ 北 海 道 ら し い 循 環 型 社 会 の 形 成

① ３ Ｒ の 推 進 6

② 廃 棄 物 の 適 正 処 理 の 推 進 7

③ バ イ オ マ ス の 利 活 用 の 推 進 8

④ リ サ イ ク ル 関 連 産 業 を 中 心 と し た 循 環 型 社 会 ビ ジ ネ ス の 振 興 9

Ⅲ 自 然 と の 共 生 を 基 本 と し た 環 境 の 保 全 と 創 造

① 自 然 環 境 等 の 保 全 及 び 快 適 な ア す ぐ れ た 自 然 環 境 の 保 全 10

環 境 の 創 造 イ 公 益 的 な 機 能 の 高 い 森 林 の 保 全 11

ウ 快 適 な 環 境 の 保 全 と 創 造 12

エ 北 海 道 ら し い 景 観 の 形 成 13

② 知 床 世 界 自 然 遺 産 の 厳 格 な 保 全 と 適 正 な 利 用 14

③ 自 然 と の ふ れ あ い の 推 進 ア 自 然 と の ふ れ あ い の 場 と 機 会 の 確 保 15

イ 自 然 の 適 正 な 利 用 16

ウ 飼 養 動 物 の 愛 護 と 管 理 17

④ 野 生 生 物 の 保 護 管 理 ア 希 少 野 生 動 植 物 種 の 保 護 18

イ 外 来 種 の 防 除 の 推 進 19

ウ 野 生 鳥 獣 の 適 正 な 保 護 管 理 20

Ⅳ 安 全 ・ 安 心 な 地 域 環 境 の 確 保

① 大 気 、 水 な ど の 生 活 環 境 の ア 大 気 環 境 の 保 全 21

保 全 イ 水 環 境 の 保 全 22

ウ 騒 音 ・ 振 動 ・ 悪 臭 防 止 ・ 土 壌 汚 染 ・ 地 盤 沈 下 対 策 23

② 化 学 物 質 等 に よ る 環 境 汚 染 の 未 然 防 止 24

③ そ の 他 の 生 活 環 境 保 全 対 策 25

Ⅴ 各 分 野 に 共 通 す る 施 策 の 展 開

① 環 境 に 配 慮 す る 人 づ く り の ア 環 境 教 育 の 推 進 ・ 環 境 に 優 し い ラ イ フ ス タ イ ル の 定 着 26

推 進 イ 民 間 団 体 等 の 自 発 的 な 環 境 保 全 活 動 の 促 進 ・ 協 働 取 組 の 推 進 27

② 環 境 と 経 済 の 好 循 環 の 創 出 ア 環 境 に 配 慮 し た 事 業 活 動 の 推 進 28

イ 環 境 と 調 和 し た 産 業 の 展 開 29

ウ 環 境 ビ ジ ネ ス の 振 興 30

③ 環 境 と 調 和 し た ま ち づ く り 31

④ 基 盤 的 な 施 策 （ 調 査 研 究 ・ 情 報 提 供 ・ 国 際 的 な 取 組 ） 32

○ 基 本 計 画 に 掲 げ る 「 重 点 的 に 取 り 組 む 事 項 」（ ３ 項 目 ）

ア 野 生 生 物 と 共 生 す る 社 会 づ く り

イ 地 域 の 資 源 を 活 用 し た 持 続 可 能 な 地 域 社 会 の 形 成

ウ 豊 か な 自 然 の 次 代 へ の 継 承
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○ 指 標 群 に つ い て
基 本 計 画で は 、 一 律 の「 指 標 」 では な く 、階 層 構造 を 持っ た 「 指標 群 」

と い う 考 え方 を 導 入 し 、目 標 の 達 成状 況 及 び施 策 の進 捗 状況 の 把 握を 行 っ
ていくこととしています。

■ 指 標 群 の 考 え 方

区 分 役 割 目 標 値

指 標 目 標 の 達 成 状 況 を 示 す 有

指 個 別 指 標 目 標 の 一 部 の 達 成 状 況 を 示 す 有

標 個 別 施 策 の 進 捗 状 況 を 把 握 す る

群 補 足 デ ー タ ま た 、 目 標 の 進 捗 状 況 の 評 価 を 補 足 し 、 無

今 後 の 施 策 の 方 向 性 な ど の 分 析 に 使 用 す る

■ 指 標 群 一 覧
【 施 策 分 野 ご と の 指 標（ ○指 12項 目 ）、個 別 指 標（ □個 11項 目 ）、補 足 デ ー タ（ ◇補 46項 目 ）】
Ⅰ 地 球 環 境 保 全 に 関 す る 指 標 群

○指 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 ◇補 産 業 部 門 エ ネ ル ギ ー 消 費 原 単 位

○指 新 エ ネ ル ギ ー 導 入 量 発 電 分 野 （ 発 電 電 力 量 ） ◇補 家 庭 部 門 エ ネ ル ギ ー 消 費 原 単 位

○指 新 エ ネ ル ギ ー 導 入 量 熱 利 用 分 野 ◇補 業 務 部 門 エ ネ ル ギ ー 消 費 原 単 位

□個 森 林 の 蓄 積 と 地 球 温 暖 化 防 止 機 能 ◇補 運 輸 部 門 エ ネ ル ギ ー 消 費 原 単 位

◇補 一 人 当 た り の 二 酸 化 炭 素 排 出 量 ◇補 フ ロ ン 排 出 抑 制 法 に 基 づ く フ ロ ン 類 の 回 収 量

◇補 部 門 別 二 酸 化 炭 素 排 出 量 ・ 破 壊 量

◇補 環 境 効 率 性

Ⅱ 循 環 型 社 会 形 成 に 関 す る 指 標 群

○指 循 環 利 用 率 ◇補 産 業 廃 棄 物 処 理 業 者 の 優 良 認 定 業 者 数

○指 最 終 処 分 量 ◇補 廃 棄 物 系 バ イ オ マ ス の 種 別 ご と の 発 生 量 及 び

○指 廃 棄 物 系 バ イ オ マ ス 利 活 用 率 利 活 用 量

○指 未 利 用 バ イ オ マ ス 利 活 用 率 ◇補 未 利 用 バ イ オ マ ス の 種 別 ご と の 発 生 量 及 び 利

□個 一 般 廃 棄 物 の 排 出 量 （ 一 人 １ 日 当 た り ）） 活 用 量

□個 産 業 廃 棄 物 の 排 出 量 ◇補 バ イ オ ガ ス プ ラ ン ト 施 設 数

□個 一 般 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル 率 ◇補 バ イ オ マ ス 活 用 推 進 計 画 等 策 定 市 町 村 数

□個 産 業 廃 棄 物 の 再 生 利 用 率 ◇補 認 定 リ サ イ ク ル 製 品 数

◇補 資 源 生 産 性 ◇補 グ リ ー ン 購 入 の 全 庁 的 実 施 市 町 村 数

Ⅲ 自 然 環 境 保 全 に 関 す る 指 標 群

□個 犬 ・ ね こ の 安 楽 殺 処 分 頭 数 ◇補 景 観 行 政 団 体 移 行 市 町 村 数

□個 エ ゾ シ カ 個 体 数 指 数 （ 東 部 ） ◇補 自 然 公 園 利 用 者 数

□個 エ ゾ シ カ 個 体 数 指 数 （ 西 部 ） ◇補 自 然 保 護 監 視 員 等 の 人 数 と 監 視 延 べ 日 数

◇補 す ぐ れ た 自 然 地 域 の 面 積 ◇補 タ ン チ ョ ウ の 生 息 数

◇補 森 林 所 有 者 等 が 生 物 多 様 性 保 全 の た め に 特 に ◇補 野 生 動 植 物 の 目 録 を 作 成 し た 分 類 群 の 数

森 林 の 整 備 ・ 保 全 を 行 う 面 積 ◇補 「 ア ラ イ グ マ 防 除 実 施 計 画 」 の 策 定 市 町 村 数

◇補 一 人 当 た り 広 域 公 園 都 市 面 積 ◇補 エ ゾ シ カ 捕 獲 数 及 び 農 林 業 被 害 額

◇補 道 立 公 園 利 用 者 数 ◇補 エ ゾ シ カ 推 定 生 息 数

◇補 水 辺 に 親 し め る 河 川 空 間 整 備 数 ◇補 狩 猟 免 許 所 持 者 数

◇補 道 民 と の 協 働 に よ り 育 て る 樹 木 の 本 数 ◇補 エ ゾ シ カ 個 体 数 指 数 （ 南 部 ）

Ⅳ 地 域 環 境 の 確 保 に 関 す る 指 標 群

○指 大 気 環 境 基 準 達 成 率 ◇補 汚 水 処 理 人 口 普 及 率

○指 水 質 環 境 基 準 達 成 率 ◇補 健 全 な 水 循 環 確 保 の た め の 流 域 環 境 保 全 計 画

○指 騒 音 に 関 す る 環 境 基 準 達 成 率 （ 一 般 地 域 、 自 動 策 定 数

車 、 航 空 機 ） ◇補 Ｐ Ｒ Ｔ Ｒ 法 に 基 づ く 届 出 排 出 量 及 び 移 動 量

◇補 化 学 物 質 （ ダ イ オ キ シ ン 類 ） 環 境 基 準 達 成 率 ◇補 公 害 苦 情 件 数

◇補 地 下 水 環 境 基 準 の 達 成 率

Ⅴ 各 分 野 に 共 通 す る 施 策 に 関 す る 指 標 群

○指 「 環 境 配 慮 活 動 実 践 者 」 の 割 合 ◇補 北の ク リ ー ン 農 産 物 （ YES!clean） の 作 付 面積

○指 道 の 事 務 ・ 事 業 に お け る 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 ◇補 道 内 の エ コ フ ァ ー マ ー 認 定 数

□個 環 境 管 理 シ ス テ ム の 認 証 取 得 事 業 所 数 ◇補 有 機 農 業 に 取 り 組 む 農 家 戸 数

□個 Y ES !cl ea n表 示 制 度 登 録 生 産 集 団 数 ◇補 北 方 型 住 宅 と し て デ ー タ 登 録 さ れ た 戸 数

◇補 グリーン・ビズ認定制度による登録・認定事業所数 ◇補 長 期 優 良 住 宅 の 認 定 戸 数

◇補 道 に お け る グ リ ー ン 購 入 調 達 率 ◇補 環 境 分 野 に お け る 海 外 か ら の 研 修 受 入 人 数
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２ 点検・評価の実施方針(案)

（１）実施項目

① 基本計画（第２章）に掲げる「分野」及び「道の施策体系」記載の項目

（５分野３２施策）

② 基本計画（第２章）に掲げる「重点的に取り組む事項」（３項目）

（２）点検・評価の流れと結果の公表

まず、（１）①の施策分野ごとに定める指標群（指標、個別指標、補足デー

タ）の状況、各施策実施状況などから、目標の達成状況、施策進捗状況の確認、

総合的な評価などを行い、（１）②の重点事項についても点検・評価を行う。

点検・評価の結果については、環境白書等により公表する。

（３）点検・評価結果の活用等

その内容に基づき必要に応じて事業を見直すなど、次年度以降の環境施策へ

の反映を図る。

【具体的な流れ】

① 「事業」ごとの点検・評価

基本計画に掲げた施策を網羅的に把握するため、「事業別点検・評価シート」 別添Ａシート

により、関連事業について関係部局に照会し、取りまとめる。

② 施策分野ごとに定める指標群による状況把握及び評価

施策分野ごとに定める指標群の内、指標・個別指標の評価や補足データを把握するため、

「指標等の状況把握・評価シート」 別添Ｂシート により、関係部局に照会し、取りまとめる。

また、「評価」に記載された文言についても可能な限り反映させることとする。

③ 「施策」ごとの点検・評価

上記①及び②の結果を、施策ごと（３２施策）に取りまとめ、「施策別点検・評価シート」

別添Ｃシート により点検・評価を行う。

なお、各施策については、「低炭素社会」、「循環型社会」及び「自然共生社会」の３つの社

会の構築の観点からの意見（それぞれの視点から見た施策の効果（コベネフィット：相乗便益）

と課題（トレードオフ：二律背反））などを記載する。

低 炭 素 社会 の 観点 気 候 変 動 対 策課

記載担当 循 環 型 社会 の 観点 循環型社会推進課

自然共生社会の観点 生物多様性保全課

最終的に、各施策の点検・評価の担当課が３つの社会構築の観点からの意見を踏まえた今後の

方向などについて記載する。

④ 「分野」ごとの点検・評価

上記③の結果を、５分野ごとに取りまとめ、「分野別点検・評価シート」 別添Ｄシート に

より点検・評価を行う。

⑤ 「重点的に取り組む事項」ごとの点検・評価

上記③の結果を、重点的に取り組む３事項ごとに取りまとめ、「重点事項別点検・評価シート」

別添Ｅシート により点検・評価を行う。

⑥「総合的評価」

上記③から⑤までの点検・評価結果を総括し、３つの社会構築の観点からの評価も考慮した

総合的な評価を記載する。
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■点検・評価の流れ

●平成３１年度点検・評価の実施方針(案) 北海道環境審議会

●予算事業ごとの点検・評価 ●指標群の状況把握・評価
（約２００事業） １２指標、１１個別指標

４６補足データ
Ａシート作成 Ｂシート作成
【関係部局】 【関係部局】

●施策ごと点検・評価（３２施策） Ｃシート作成

①Ａシートを基に、各施策に関連する事業を整理し、
主な取組内容を整理。

②３つの社会(循環型社会･自然共生社会･低炭素社会)
の構築の観点からの意見を施策ごと記載。

●分野ごと点検・評価 ●重点事項ごと点検・評価
（５分野） （３項目）

Ｄシート作成 Ｅシート作成

●３つの社会の観点からの評価及び今後の方向性の記載

※参考としてＳＤＧｓの目標との関連づけを実施

●平成３１年度点検・評価結果報告書（案） 北海道環境審議会

●点検・評価結果の公表 （概要版も併せて公表）
公開場所：道のホームページ、環境白書等

次年度以降の施策に反映
庁内関係部局で構成する「環境政策推進会議」により、

課題や今後の方向性の共有を図り政策を調整

※ＳＤＧｓの関連付けの流れ

●Ａシート 各事業の目的等から関連するターゲットを抽出

●Ｃシート Ａシートを基に、各施策と関連するゴールを抽出

●Ｄシート Ｃシートを基に、分野ごとに関連するゴールを抽出 報告書（案）

●Ｅシート Ｃシートを基に、重点項目ごとに関連するゴールを抽出

報告(5月)

報告(11月頃)
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事業概要 H30の主な取組・進捗状況 課題 今後の方向 備考
所管部 課名（グループ名）

ウ ふれあい エ 野生生物 ア 生活環境 イ

化
学
物
質

（１）地球環境

ウ

そ
の
他
生
活
環
境

（３）自然共生 （４）安全安心 （５）共通・基盤

■Ａシート（事業別点検・評価シート 兼 紐付け事業確認シート）
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関連する
ＳＤＧｓ

ターゲット

～
H25
整
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号

今
回
整
理
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号

事業名
（細事業名）

ア 温暖化 イ

そ
の
他
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球
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H29年度
予算額

[千円]

H30年度
予算額

[千円]

H31年度
予算額
（当初）
[千円]

点検・評価

事業
年度

（２）循環
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① 施策分野

② 指標区分、指標等の名称
（指標等№）

③ 環境基本計画策定時の現状
（基準年）

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

⑤ 目標数値等

⑥ 評価

⑦ 所管部局

⑧ 備考

■図表データ

指標等の状況把握・評価シート（Bシート）

④ 実績データ
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2000

4000

6000

8000

●
●
●
（単
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点検・評価の担当課
評価年月

年 月

施策の位置づけ
（施策分野名）

施策№・施策名

【施策の評価（主な関連事業）】

事 業 名 H29年度予算
（千円）

H30年度予算
（千円）

H31年度予算
（千円）

H30年度の主な取組・進捗状況 課題 関連施策№
関連する

SDGsのターゲット

【その他関連事業】※他の施策で評価

今後の方向

【３つの社会に係る評価】 ※公表時は削除

施策別点検・評価シート（Ｃシート）

低炭素社会構築の観点からの意見
（気候変動対策課が記載）

※下記意見を踏まえて点検・評価の担当課・室が記載

循環型社会構築の観点からの意見
（循環型社会推進課が記載）

自然共生社会構築の観点からの意見
（生物多様性保全課が記載）

関連す る ＳＤＧｓの ア イ コ ン を 記載
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－9－

分野別点検・評価シート（Ｄシート）

施策分野 評価年月

■施策分野の目標とその達成状況

目 標

達成状況

■関連指標群の状況

指標区分

指標等№

指標等の名称

内 容

計画策定時の現状（基準年）

実 績

目標数値等

■平成３０年度の主な取組・進捗状況

※関連するＳＤＧｓのアイコンを記載

■課題と今後の方向



－10－

重点事項別点検・評価シート（Ｅシート）

重点項目 評価年月

■施策分野の目標とその達成状況

目 標

達成状況

■関連指標の状況と達成状況

指標区分

指標等№

指標等の名称

内 容

計画策定時の現状（基準年）

実 績

目標数値等

■平成３０年度の主な取組・進捗状況

※関連するＳＤＧｓのアイコンを記載

■課題と今後の方向


